青山荘　　フェイスシート

　　　　　　　　　　　　　　　　平成20年3月24日　担当：山田　忍

	入　所　者
	氏　名　　　　岩織　由美子　　　様　　　　　男・女
	昭和30年8月3日生（52歳）

	
	〒039-0003　　　八戸吹上6丁目8-3
	電話　自宅）0178-38-3820

携帯）090-9537-5876

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	　　　　　なし

	
	発症時期
	平成11年頃（44歳時）－うつ病

平成15年頃（48歳時）－非定型精神病平成15年頃（48歳時）－統合失調症
	罹 患 期 間
	　約8年

	
	入院回数
	1回
	延べ入院年数
	3ヶ月

	医療機関
	　青南病院（主治医　田名部医師）
	外来受診日
	毎週水曜日（週1回）

	医療区分
	社保（扶養）
	重度医療
	有・無

＊利用不可
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	20,000円
	精神（１級）

	経済状況
	基礎年金年金（1級）
	月額　　約8.3万円　　＋　家族援助　　　＊障害程度12月より変更

	障害程度区分
	　未審査
	負担上限
	
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	生活訓練施設「青山荘」、デイケア（週5日）

	住まいの場
	生活訓練施設「青山荘」、自宅(外泊時)

	入所年月日
	Ｈ19年12月6日
	身長
	158cm
	体重
	46kg

	最終学歴
	青森県立中央高校卒業（青森市）
	免許・資格
	普通自動車（1種）珠算（3級）

	職　歴
	就労先
	期間
	業務内容
	辞職理由
	

	
	三菱ふそう（事務員）

青森県庁　農林水産部（臨時）

企画振興部（臨時）

太田鉄筋（事務員）

富岡生命　八戸営業所（バイト）

遺跡発掘作業員　　　（バイト）
	（S49.4～S51.8）

（S52.5～S53.8）

(S54.4～S55.7)

（H2.12～H3.4）

（H11.4～H11.8）
	事務員

事務員

事務員

事務員

保険外交員

雑務
	他者からいじめられた


出産の為

仕事内容が大変であった

体調不良となった（抑うつ気分）
	

	保　護　者
	氏　　名　　　岩織　健　　様　　　　　　　続柄　　夫　　（同居　・否）

	入所目的（本人、家族より）

・身の回りのことを自主的に行えるようになりたい。

・家族や他者に迷惑を掛けないように相手を気遣える生活がしたい。

・夫や娘との関係性が悪く距離を空けた状態で生活訓練を行い、良好にしたい。

	入院・治療歴　（初診日：平成11年8月-類家内科）

	期間
	入・通院
	医療機関
	病名
	その他

	H11.12.8
H15.5.26
H15.9
H15.10
H19.12.12
	～
～
～
～
～
	H15.4

H15.8.30

H15.10.25

H19.11.29

現在
	通院

入院

通院

通院

通院
	八戸市立市民病院

松平病院

松平病院

八戸市立市民病院

青南病院
	うつ病

非定型精神病

非定型精神病

統合失調症

統合失調症
	＊医療保護入院

	生活歴

青森市にて出生。高校卒業後は三菱ふそうに事務職として入職するが、同僚からいじめを受けたことで胃潰瘍を患い2年程で退職。その後半年程実家で生活しながら就職活動をし、青森県庁農林水産部に臨時職員として勤める。2年半程努めるが、S54,現在の夫と結婚し退職（24歳時）。S56に娘を出産。出産後、夫は単身赴任する形となり一人で子育てするが、娘が中学生になると、同級生からいじめを受け登校拒否（進学・卒業単位は取得）となり、その間娘からも暴力行為を受けていたこともある。H11.4～H11.8遺跡の発掘作業に参加する。この間、夏の暑さに体力を消耗し、期間途中で仕事を辞めている。その後からはっきりとした抑うつ気分変調（空虚感・困惑・意欲減退・易疲労・体調不全感など）を認める様になり、類家内科を受診するが、その後も症状は憎悪し、希死念慮も出現。その為八戸市立市民病院を受診、うつ病と診断される。通院することで序々に安定していたが、H15.4頃より夫や娘に対してよそよそしい言葉遣いをするようになり、話し掛けに対しても生返事や無反応となる。また、独語・空笑や、夫や娘の持ち物を隠すなどの行為も見られた。「夫からの暴力を受けている」と警察署、市役所に相談することや断薬、交通事故を起こしたことから、家族が当時の主治医に相談し、H15.5.26～H15.8.30松平病院にて入院加療を行う（この時点で病名を統合失調症に改定）。退院後は再び八戸市立市民病院にて外来通院を行いながら同病院デイケア通所を行う（週に2回）。外来では落ち着いた様子見られているが、夫・娘からは生活能力の低下・現実検討力の低下・自己中心的な言動の為に家庭内での生活が混乱していると主治医に相談し、また、浪費・生活リズムの乱れなどもあり、家族の精神的負担も大きいことから生活スタイルの見直しと生活技術向上の為H19.12青山荘入所となる。

	

	
	家族状況、家族との交流及び協力の程度（経済面も含めて）

夫→保護者であり、主支援者。外来受診にも時々同行しており、病気に対しての理解も一定程度有している。以前は本人の言動がストレスとなることも多く、暴力行為を行うこともあったとのことだが、現在は理解を示し、暴力行為などは一切ない。デーリー東北新聞社にて管理職として勤務。勤務終了時間は大体10：00～21：00頃で毎週木・日曜日が休日とのこと。

娘→主婦業を行いながら日中は自宅で生活する。本人との折り合いは悪質であり、本人との同居にも拒否的。

婿→三菱ふそう（整備士）に勤務している。本人との関わりは少ない。

義母→夫の母は根城で夫姉と同居している。（夫兄弟は5人）

夫の兄弟→長女以外は遠方に在住しており、殆ど交流はない。


平成20年　3月　24日（月）

	氏　名
	岩織　由美子様
	男・女
	生年月日
	昭和　30年　8月　3日（52歳）


	長期目標（中期・短期）

	長期目標　①デイケア通所の習慣化と理解

②自宅における役割の作業能力拡大とセルフケア能力の向上を図り、家庭内での活動の習慣化を図る。

　　　　　③対人技能向上を図り、家族の負担を軽減する。

短期目標　1、自室清掃を定期的に行い、清掃技術の獲得を図る。

　　　　　2、服薬時間の一定化と定期的な通院

　　　　　3、青山荘入所者と適切な会話が行える。

　　　　　4、デイケアにて自発的に行える活動（趣味活動）を見つける。


	これまでの経過（前回評価日　　H　年　月　日）

	入所時は、活動性及び活動意欲の低さが見られ、表情の変化や動作性も乏しい様子であったが、現在は自ら活動することや他者との交流を図ることが多い。しかし、日常生活活動全般において行動内容が端的であり、また、単独で焦り行動すること、誤って行動すること多く、注意を要する。「事務室へ無断で入る」「無断で外出する」「間違って違う炊飯器のコンセントを差し込む」「包丁の刃を向け持ち運ぶ」ことなど、物事を適正に認知することが出来ないこと、危険を生じる物事には職員より繰り返し確認・説明を行う。

＜日常生活＞

睡眠状況は就床（20：00）、起床（7:10）ともに安定しており、青山荘での日課・デイケア通所も拒否なく行う。清掃・布団収納作業などは端的であったが、毎日活動の有無と方法を確認することで序々に改善見られる。セルフケア面においてはデイケアでの入浴日を定めることで多少改善見られたが、洗身・洗髪が粗雑であり、職員が観察する機会を設ける。

＜健康管理＞

診察時は事前に主治医に伝える内容を確認するが、診察時に確認した内容を伝えることはなく、「もう病気は安定しているから薬をなくしてください。」「市民病院へ戻ります」など一方的に自分の考えを話す。しかし、その様な考えは現在強く持っていないとの事。「便通が悪い」など以前にある症状に関しては職員より積極的に確認し、必要であれば主治医に情報提供している。

＜対人交流＞

　以前と比較し、積極的に交流を図る場面が多く見られる。しかし、「自分の行動をすべて他者（職員）に伝えてから行動する」「思い立てば直ぐに実行に移そうとする」特性がある。職員と確認・報告しなくても良い内容は繰り返し確認し、活動の時間は予め決定するが、改善は困難。また、他者を罵倒する発言、命令口調となることが多く、職員からその都度注意説明を行う。その場では理解し、訂正するものの、繰り返し同じ発言を繰り返すことが見られ、る。説明も繰り返し行うことで部分的には序々に留意できる様変化見られる。

＜家族関係＞

　2週に1回は外泊の機会を設けている。しかし、外泊中の様子を確認すると、家族からはマイナス面が多く聞かれ、その場でも本人の言動がストレスとなり、言動に対し厳しく注意することも多い。本人が出来たことを中心に話を進行し、家族から改善要求あるものも改善困難であるものは困難であると伝えている。

＜デイケア利用＞

1月中旬よりデイケア正式利用としている。デイケアは拒否なく通所出来ており、革細工など意欲を持ち参加する活動もある。他者の意見を受け入れることが困難であり、気になったことを直ぐに行動に移してしまうことや活動を行うと焦り、下肢の振戦なども目立つ為、他者が不快・疑問に感じることが多い。


	問題点
	介入方法
	支援期間

	①家族関係について

・対人交流技能の獲得

　・家庭内における行動

や役割の決定
	○目標設定

・外泊時の状況に関しての振り返り及び課題点の抽出を行う。その中で、改善する内容を狭い範囲で設定する。

→家族の青山荘に対する訓練要求内容と青山荘職員の見解の見直し

・目標に対しての振り返りを本人・保護者・職員の三者で毎回行う。

○外泊日程・期間などの調整

・家族は本人を「入所させていたい」。今後の計画について意見を聞く。

○家族の障害受容

・本人に対する家族の関わり方（接し方）についての検討を行う。

→本人の障害部分の受容や役割分担などについて検討

○退所時の福祉施設の協力内容を検討

・金銭面、買い物や日中の活動の場所など自宅退所後に協力できる体制を整える。
	2ヶ月

	②入所・通所への

満足感の向上

（日常生活技能の獲得）

（対人交流機会の増加）
	○技能習得する内容・目標を絞る

・掃除・入浴など本人が自宅で行う活動に関しては活動内容や時間を繰り返し確認し、一緒に行う。出来た事項に対しては職員・家族から評価を行う。

・本人が理解しやすい様な質問・説明を行う。（二択での質問、説明書など）

○他者との交流機会を広げる

・青明舎利用やプログラムを通して活動意欲の向上を図る。会話で留意して頂く事を説明し、序々に取り組んで頂く。

○日記の作成

・物事に対しての意欲性が低く、注意・集中して作業など取り組むことが困難。毎日の出来事や注意されたことなど自由に記載して頂く。

・職員のコメントも毎日行う。

○職員間の情報共有

・調理教室、手芸活動などは特に本人が焦り行動する。観察が必要な部位は確認する。
	3ヶ月


修正プラン実施評価日： H　20年　6月　23日（月）　青山荘地域交流活動室
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S48（18歳時）
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結婚する為





H15.5～H15.8　（48歳）
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娘　中学


登校拒否





夫→単身赴任





八戸市民病院


デイケア　通所
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